
支 部 の 活 動 報 告 

 

小豆支部国語部会 

  

小豆・小豆島中  水 本 雅 恵             

１ 研究主題 

  生きて働く力を育む国語教室 

～言葉による見方・考え方を働かせた主体的・

対話的な学び～ 

 

２ 研究活動の概要 

(1) ４月 17日(水) 土庄中学校 

① 本年度の役員の選出 

② 研究主題の設定  

③ 本年度の活動計画 

(2) ６月 13日(木) 土庄中学校 

① 講話「指導と評価の一体化」を踏まえ

た指導案について  

「生徒指導の視点を取り入れた

授業づくり」について 

講師 一田 幸子 主任指導主事 

（県教育センター） 

② 指導案検討１ 各持ち寄りの指導案  

③ 指導案検討２ 「魅力的な提案をしよう」 

(3) ９月 25日（水） 小豆島中学校 

研究授業・授業討議 

 

３ 研究内容 

(1) 研究討議 

①  「指導と評価の一体化」を踏まえた指

導案について 

ア 現状把握→課題→言語活動・手立て

の順に考える。 

イ 指導事項を確認し、どんな力を身に

付けたいのか、目的意識をもたせ言語

活動を行う。 

ウ 評価の具体を生徒と共有しておく。 

 

ルーブリックの導入検討など。 

エ 言語活動を通して、指導事項を育成

する。言語活動は生徒にとって考えた

くなるような課題を設定する。 

② 国語科における「生徒指導の視点を取り

入れた授業づくり」のポイント 

ア 「共感的な人間関係の育成」…否定で

はなく、お互いの考えを認めたうえで

批評できるような関係性を言語活動を

通じて育成する。 

イ 「自己決定の場の提供」…課題設定、

表現方法の決定等 

ウ 「安全・安心な風土の醸成」…「させ

る」から「支える」へ 

(2) 研究授業 

授業者 小豆島中 水本 雅恵 教諭 

２年 「聞き上手になろう～質問で思いや

考えを引き出す～」 

① 本時の目標 

話の展開に注意して聞き、インタビュ

ーで相手の思いや考えを引き出そうとし

ている。  

② 学習指導計画 

ア この夏の思い出を短歌にする。 

イ インタビューで、短歌に込められた思

いを引き出す。（本時） 

ウ 類義語・対義語・多義語について学ぶ。 

エ 言葉を比べ、もっと「伝わる」表現を 

めざして短歌を推敲する。 

③ 本時の学習活動 

ア 本時の目標と活動の流れを確かめる。 

イ 動画を視聴し、質問のこつを考える。 

ウ 役割を確認し、質問を確認する。 

エ 班でインタビューを行う。 

オ 本時の振り返りをし、次時の学習課題

を確認する。 



 ④ 授業討議 

ア 授業説明 

・目的意識をもってインタビューを行え

るように、「和歌を味わう」「類義語・

対義語・多義語」「言葉を比べよう」と

合わせて単元構成した。言語活動の目

的を「アドバイスを行うために、短歌

に込められた作り手の思いを引き出

す」にし、単元のゴールを「言葉にこ

だわって『この夏の一番の思い出』を

短歌で表現する」と設定した。 

・タイプ別の質問キーワードカードを班

ごとに用意しておいたので自信がな

く発言が苦手な生徒も参考にしなが

らインタビューできていた。 

・日々の授業で言語活動を行う際、サイ

ンカードを用意し、自己存在感を得ら

れるようにしている。 

・質問に意識がいき、導入で確認した「聞

く態度」で大事な「うなずき」「相づち」

ができていない生徒が多く見られた。 

イ 授業討議 

・ローテーション時の生徒のつぶやき

（インタビュイーが聞いてほしかっ

たことなど）を拾い、アドバイスの時

間が確保できればよかった。 

・今後もその場で臨機応変に答える練習

を積むことが必要である。 

・評価の基準を明確にして生徒と共有で

きていたのがよかった。 

・言葉にこだわったやり取りができてい

た班があった。 

ウ 指導・助言  竹田 昌弘校長 

常に思考するような授業の流れで、言

葉にこだわって吟味するというねらいに

より４つの教材がうまく関連付けられた

単元構成になっていた。「聞く力」には

様々あるが、聞き逃さないように聞く力

が必要である。聞きたいことを絞り込み、

優先順位を考えてインタビューの質を高

めるには、しっかりとイメージをふくら

ませ、質問を考える時間を十分確保でき

るとよい。また、コミュニケーション力

は生活経験に大きく影響されるので、ホ

ットシーティングなどを取り入れながら、

読みを深める授業を積み重ねてほしい。 

 

４ 成果と課題 

  今年度は、日々疑問を感じていた指導案、

授業づくりについて研修できた。指導してい

ただいたポイントを踏まえ、さらに対話力を

高めていけるような授業研究を進めていく。 
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